
「みなくる」静岡市地域福祉共生センターからのお知らせ

「みなくる」では、布袋に茶葉やティーバッグを
詰めた「お茶棒」を作り、それを病院に寄付する
ボランティア活動を行っています。

お茶の葉には、抗菌作用や防臭効果などの効能があります。
病院では、その効能を活用して、入院している人の手指に
お茶棒を握らせ、手指の清潔を保つなどしています。

「みなくる」では、布の寄付、布を切る、袋を縫う、その袋にお茶を詰める、など
さまざまなボランティアさんが活躍しています。月に1回、袋にお茶を詰める作業は
「お茶棒クラブ」として「みなくる」に集まって行います。

袋がたくさんできました！ お茶が足りなくなってきました！

賞味期限の切れた茶葉やティーバッグが家に眠っていませんか？
それを「みなくる」に寄付していただけませんか？！
未使用の乾燥したものをお願いします。

「みなくる」は、南部図書館の2階です。9時から21時まで開いています。（㊡第２月）
開館時間に受付までお持ちください。

よろしくお願いいたします！

・未使用で乾燥していれば、封が空いていてもＯＫです

・緑茶、ほうじ茶、紅茶、烏龍茶など、お茶の葉から

できているものに限ります

緑茶・ほうじ茶
紅茶・烏龍茶

お問合せ：静岡市地域福祉共生センター「みなくる」
054-201-9010（9時～21時）
mina.ccrc@u-shizuoka-ken.ac.jp

古くなった茶葉(   )
ティーバッグを

寄付してください！
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